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は　　じ　　め　　に

昭和59年は，昭和53年以来6年ぶりの高温・干ばつ年と

なり，一一部の野菜菓削こ干ばつによる被害がみられ，特に秋

野菜では出芽不良のために播き直しを余儀なくされたり，

播種時期が著しく遅れた地域も見られた。筆者らは，圃場

レベルの畑地雇漑栽培試験を実施し，畑地産漑効果の実証

を行ってきているが，昭和59年にはその効果が顕著に認め

られたのでその結果を報告する。

賦　　験　　方　法

（彰試験場所：岩手農試県北分場圃場（九戸郡軽米町）。

表層腐植質黒ポク土造成相・傾斜約60。（参供試作物及び

栽培方法：表1に示す。③潅水方法：　スプリンクラー

による散水薩漑（散水強度約11．6Ⅲ／k）。④謹水時期・

濯水量：（生育初期）3日間断　5■1／／／回。（その他）

気象経過より作物の消費水量を推定し（第1報参照），そ

の積算壁が20～30■嘉となったときにその量に見合う量を

鍾水する。

試験結果及び考察

1．昭和59年の干ばつの特徴

昭和59年は，5月から9月までの間に10日以上の連続干

天（有効雨量511）が5月15日～31日．6月2日～18日，

6月20日～7月3日，7月11日～25円，7月27日～8月21

日の5回出現した。更に，6月上～中旬及び7月下旬～8

月中旬は高温・多照の日が続き，畑地は干ぱっの様相を呈

した。しかし，昭和59年は連続干天期間や総降水量等の比

較から，干ばつ年とされる昭和48．53年よりも干ばつ程度

は弱かったと考えられる。

2．野菜類に対する潜水効果と特徴（表1）

〔工ダマメ〕開花期前後に干ばつに遭遇し，港水により

着英数が増加したが，謹水区では英の成熟が遅れる傾向が

見られた。〔スイートコーン〕収櫻間際の干ばつにより「し

なび（キセニアではない）」が多発したが，潅水により発

生が抑えられた。〔ピーマン〕濯水により増収する。特に，

著しく高温となった7月下旬～8月中旬には，薙水区で着

果数が多く20～30％も多収となった。〔ミツパ〕播種直後

の干ばっにより無濯水区では著しく出芽不良となった（瀧

水区の約40％）。また，8月下旬の摩水区の生育量（面積

当たり生体垂）は無権水区の5倍にも達した。〔食用キク〕

潅水区で者花数・一花重が増加する傾向がみられた。

（降霜のため収量調査中止）〔キャベツ〕結球肥大期の

干ばつにより，無健水区で不結球株が多発した。生育初期

の干ばつにより，無感水区で生育が抑制され減収となった。

〔レタス〕結球肥大中後期の干ばつにより，無感水区の球

肥大が抑制され，凄水区で6用も増収した。生育初期へ結

球肥大中期にかけての干ばつにより∴無濯水区で不結球株

が多発した。〔ブロッコリー〕生育初期に干ばつに通過し

た。裡水区では初期から生育が旺盛となり，生育ステージ

も揃った。〔ダイコン・ハクサイ〕播種時のみの踵水であ

ったが，薩水区では初期から生育が旺盛となり増収となっ

た。

ま　　　　と　　　め

（∋昭和59年における零地野菜に対する畑地薩漑効果の実

証と効果の解析を行なった。

（勤昭和59年は過去の干ばつ年（昭和48，9年）に比べ干

ばつの程度は余り螢いとはいえないが，10作物（延べ16作

型）のはとんどで潜水により10％以上（最高67％）の増収

となった。特に，8月の高温乾燥に遭遇した作型で効果が

大きかった。

（診作物の種類や干ばつに遭遇する時期によって，濯漑効

果の現われ方は異なる。「駿的に．生育初期に干ばつに通

過した場合や生育期間の短い作物で干ばつに遭遇した場合

に，雇水効果が特に顕著であった。
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表1昭和59年度露地野菜に対する蔵水効果一覧表

作 物 名 作 型 及 び 品 種 名
作 期 ＊ 1

（月／ 日）

雇 水 ＊ 2

（回 ・職 ）
収量 ＊ 3
（吻／a ）

同 左比 ＊ 4 効 果 の 特 徴

エダマメ　 1
移 植 ・マル チ 5／23 5 3 8．9

77 着乗 数 増 加
サ ッポ ロ ミ ドリ 7／30 1 8 4 5 0．6

〝　　　　 2
直 播 ・マル チ 5／23 6 2 9．8

88 〝サ ッポ ロ ミ ドリ ＄／ 2 101 3 4．0

ス イー トコーン 移 植 ・マル チ 5／23 7 17 8．6
12 9

「しな び 」防 止

1 ハ ニ ーバ ン タム 中生 8／11 12 3 13 8．9 注） キセ ニ アで な い。

〝　　　 2
直 播 ・マル チ 5／23 8 2 2 6．3

10 3ハ ニ ーバ ンタ ム 中生 8／15 14 0 2 1 8．7

ピーマ ン　 1
露 地 ・マル チ 5／22 1 0 6 9 7．4

10 1 高 温期 の 着 果数 確 保 。
下 総 2 号 7／13′〉 184 6 8 7．4

〝　　　　 2
露 地 ・マル チ 6／ 3 8 6 3 2．8

118下 総 2 号 7／ 1～ 156 5 3 7．2

ミ　ツ パ
敷 藁 な し 6／ 5 9 4 0 4．0

13 2 出 芽 の確 保 。
柳 川 2 号 10／26 13 0 3 0 6．7

食用 キ ク 弘 前在 来 （晩生 種 ） 6／13 7 （77．4 ）
152

花 数増 加

10／26 13 4 （50．8 ） （収 量 は 1 株 花数 ）

キ ャベ ツ　 1 7 － リーポ ール 7／ 6
8／24

4
6 8

3 8 6．7
38 1．3 10 1 不 結球 防 止。

〝　　　　 2 早 生秋 宝 7′25
1 0／22

4
6 8

6 9 0．2
58 8．6 117 生育 初 期 濯 水 の効 果 。

レ タ ス　　 1
移 植 ・マ ル チ 7／10 4 2 7 0．3

16 7 結 球 期 濯 水 で増 収 。
ユ ニノヾ －ス 8／24 6 8 1 6 2．1

〝　　　　 2
移 植 ・マ ル チ 7／25 4 3 9 3．0

13 6 不結 球 防 止 。
オ ーガス ター 8／3 1 6 8 2掴 ．5

ブロッコリー 早 生 緑 7／26 4 1 99．3
11 1

不枯 らい防 止 。

9／25～ 68 1 7 8．9 生 育 揃 い良 化 。

ダ イ コ ン　 1 耐 病 絵 太 り大 根 8／2 1
1 0／29

2
2 5

6 1 2．2
57 7．4

10 6 播 種 時 薩 水 の効 果 。

2 大 歳 大 根 8／2 1
10′29

2
2 5

7 04．4
636．6

11 1

ハ クサ イ 春 秋 白菜 8／2 1
1 1′ 6

2
25

7 86．6
677．5

11 6 ′′

期
水
量
－

作
趣
収
比

（

　

（

　

（

　

（

1

　

2

　

つ

■

　

4

＊
　
＊
　
＊
　
＊

1

　

2

　

3

　

▲

一

皿

】

温 上段：播種又は定植期．下段：収穫期又は調査期
上段：惑水回数　　　　下段：総薩水量
上段：詳水区収量　　　下段：無濯水区収量
無潅水区収量（＝100）に対する濯水区収量
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